
も
く
じ

みんなのよい食プロジェクト
とは、これからの日本人に
とって「よい食」とは何かを、
日本の農家と JA グループ、
消費者、協力会社・団体のみ
んなで一緒になって考え、行
動していく運動です。

第49回日本農業賞　氏家農場（涌谷町）が「特別賞」を受賞

ＪＡグループの農政活動により政策への反映を実現

「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール　皆川泉さんが文部科学大臣賞

「青年の主張」全国大会　優秀賞に添野俊さん 『俺の人生ハンドル一つ』

プレゼントクイズ
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随時更新！ HP：http://www.ja-mg.or.jp Facebook：https://www.facebook.com/ja.miyagi.chuokai/

発行：宮城県農業協同組合中央会
〒980-0011
仙台市青葉区上杉1-2-16
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オリジン…稲の学術名「オリザ・サティヴァ」に、人を意味する「ジン」を合わせました。
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（1）　　令和2年（2020年）3月 【オ　リ　ジ　ン】

氏
家
農
場（
　
）が「
特
別
賞
」を
受
賞

宮
城
か
ら「
ね
ぎ
王
国
」を
目
指
し
て  

先
進
的
経
営
で
産
地
を
牽
引

　

こ
の
た
び
は
、栄
誉
な
賞
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

令
和
2
年（
2
0
2
0
年
）

は
、こ
の
涌
谷
町
で
現
会
長（
父
）

が
ね
ぎ
作
り
を
始
め
て
２１
年
目

と
な
り
、小
ね
ぎ
、み
ず
菜
、青
ね

ぎ
な
ど
、年
を
重
ね
る
に
つ
れ
事

業
を
拡
大
し
て
参
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、新
規
事
業
を
創
設

す
る
節
目
と
な
る
年
で
も
ご
ざ

い
ま
す
。　　

　

こ
れ
か
ら
も
、「
有
限
会
社
氏

家
農
場
」は
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
っ
て
真
心
を
こ
め
て
、消
費
者

の
皆
様
に
農
作
物
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
真
心
こ
め
て

㈲氏家農場経営概況
所在地

代表者

加入ＪＡ

構成員

宮城県遠田郡涌谷町

代表取締役　氏家 靖裕

ＪＡ新みやぎ（みどりの地区本部）

５４名（外国人技能実習生6名、パート職員 含）

氏
家 

靖
裕
さ
ん

単位：ha
小ねぎ みず菜 青ねぎ 水稲 他
2.9 1.5 6.0 5.3 4.1

単位：トン
小ねぎ みず菜 青ねぎ
86 201 180

経営面積

主要作物
収量

有
限
会
社
氏
家
農
場

代
表
取
締
役

第
49
回
日
本
農
業
賞　昭和46年（1971年）度以来、ＮＨＫとＪＡ全

中、ＪＡ都道府県中央会が主催。日本農業
の確立を目指し、意欲的に経営や技術の改
革に取り組み、地域社会の発展にも貢献し
ている農業経営体などを表彰しています。

日本農業賞とは

涌
谷

町

遠
田
郡
涌
谷
町
に
広
が
る
ハ
ウ
ス
群
。こ
の
中
で
㈲

氏
家
農
場
は
小
ね
ぎ（
写
真
中
央
）や
み
ず
菜（
写

真
左
上
）な
ど
を
約
20
h
a
で
栽
培
し
て
い
ま
す

女性パート職員や外国人技能実習生、障害者
など、多様な人材が活躍しています

㈲氏家農場の小ねぎ
　

遠
田
郡
涌
谷
町
の
㈲
氏
家
農

場
が
、第
49
回
日
本
農
業
賞
個

別
経
営
の
部
で「
特
別
賞
」を
受

賞
し
ま
し
た
。氏
家
農
場
は
平

成
18
年（
２
０
０
６
年
）に
発

足
。代
表
取
締
役
の
氏
家
靖
裕

さ
ん
を
中
心
に
、兄
弟
や
家
族
の

力
を
結
集
し
、小
ね
ぎ
や
み
ず

菜
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

涌
谷
町
は
水
田
単
作
地
帯
で

し
た
が
、Ｊ
Ａ
部
会
や
同
農
場

が
中
心
と
な
り
、現
在
は
関
東

以
北
最
大
級
の「
小
ね
ぎ・青
ね

ぎ
産
地
」へ
と
発
展
し
て
い
ま

す
。同
農
場
の
先
進
的
な
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
F

O
E
A
S（
フ
ォ
ア
ス
）」の
導
入

に
よ
り
、水
管
理
の
課
題
を
克
服

し
、青
ね
ぎ
生
産
技
術
の
向
上
と

大
規
模
化
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。ま
た
、小
ね
ぎ
の
収
穫
は
抜

き
取
り
に
よ
ら
ず
、可
食
部
位

（
茎
葉
）の
み
を
収
穫
す
る「
刈

り
取
り
方
式
」を
採
用
。年
３
回

収
穫
す
る
こ
と
で
、生
産
性
と
生

産
量
を
向
上
さ
せ
、業
務
用・加

工
用
の
需
要
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、契
約
栽
培
に
お

い
て
は
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、全
国
の
ね
ぎ
生
産
者
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、お
互

い
の
ね
ぎ
を
融
通
す
る
こ
と
で
欠

品
の
な
い
供
給
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

地
元
の
女
性
パ
ー
ト
職
員
や
シ

ニ
ア
職
員
の
ほ
か
、ベ
ト
ナ
ム
人
技

能
実
習
生
６
人
を
雇
用
し
て
お

り
、農
場
の
至
る
所
に
母
国
語
を

掲
示
す
る
な
ど
、実
習
生
が
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
ま

す
。ま
た
、コ
ン
テ
ナ
等
の
洗
浄
業

務
を
近
隣
の
福
祉
施
設
へ
委
託
し

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
な
ど
、多

様
な
人
材
の
活
躍
が
組
織
を
強

固
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
全
な
野
菜
は
健
全
な
土
づ

く
り
か
ら
」を
基
本
に
、収
穫
時

に
発
生
す
る
植
物
残
渣
で
製
造

し
た
堆
肥
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

ま
す
。ま
た
、太
陽
光
を
利
用
し

た
土
壌
消
毒
法
や
籾
殻
、米
ぬ
か

を
用
い
た
土
壌
還
元
消
毒
法
な

ど
、安
全・安
心
な
野
菜
づ
く
り
の

た
め「
こ
だ
わ
り
の
土
づ
く
り
」に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
他
、

地
下
水
を
利
用
し
た「
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ー
テ
ン
」に
よ
る
ハ
ウ
ス
の

保
温
、農
薬
飛
散
を
低
減
す
る
独

自
の
ノ
ズ
ル
開
発
な
ど
、環
境
保

全
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
って

い
ま
す
。

　

平
成
23
年（
2
0
1
1
年
）8

月
に
J
G
A
P
、平
成
29
年

（
2
0
1
7
年
）9
月
に
A
S
I
A

G
A
P
を
取
得
。整
理
整
頓
に

よ
る
作
業
効
率
化
の
ほ
か
、業
務

責
任
を
明
確
化
し
た
こ
と
で
従

業
員
の
自
発
的
な
行
動
を
促
す

こ
と
が
で
き
、業
務
改
善
や
人
材

育
成
に
も
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、氏
家
代
表
取
締
役
は
、

ご
夫
婦
で「
み
や
ぎ
G
A
P
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」「
A
S
I
A

G
A
P
指
導
員
」を
務
め
、県
内

や
地
域
の
G
A
P
普
及
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。今
後
、宮

城
か
ら「
ね
ぎ
王
国
」を
目
指
す

同
農
場
の
取
り
組
み
が
一
層
期

待
さ
れ
ま
す
。

先
端
的
生
産
技
術
と
供
給
安
定
化

こ
だ
わ
り
の
土
づ
く
り
と
環
境
保
全

Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
先
進
的
取
り
組
み

多
様
な
人
材
の
活
躍
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政策への反映を実現
　ＪＡグループは「令和元年度食料・農業・地域政策の確立」に向け、食料安全保障や中
小・家族経営及び中山間地域に対する支援強化、水田農業対策等の拡充について政
府・与党を中心に要請活動を展開してきました。
　本県においても、「宮城県ＪＡ代表者要請集会」「食料・農業・農村政策確立宮城県大
会」等を開催し、生産現場の意見・要望が国政に反映されるよう県選出国会議員等に要
請してきました。
　その結果、中小・家族経営の生産基盤強化が「農業生産基盤強化プログラム」等に明
記され、令和２年３月に閣議決定される「食料・農業・農村基本計画」にも反映される見込
みです。また、農林水産関連の元年度補正・２年度当初予算が２年連続増となり、既存政
策の強化拡充や新たな対策が創設されるなど、以下に示す成果を挙げることができました。

令和元年度 ＪＡグループ宮城の農政活動JAグループの農政活動により 国会議員等への要請活動など

生産基盤
強化

中小・家族経営を農業生産基盤強化プログラム等に明記！
生産基盤を強化し、持続可能な農業を実現するためには、大規模経営や中核的担い手の
みならず、中山間地域や中小・家族経営農業も重要な役割を担っていることから、多様な
農業経営が維持・発展できる政策の実現を求めました。

畜産酪農
「増頭奨励金」の創設・拡充や、中小・家族経営向け支援を拡充！
国際貿易の進展による関税撤廃が、畜産経営に大きく影響しています。中小・家族経
営向けの支援拡充と、国内生産基盤を強化するための制度創設等を求めました。

中小・家族経営が大宗を占めている
ことに留意し、規模の大小を問わず、意
欲的な農業者がその創意工夫を最大限発
揮できるよう配慮

協定発効後の動向を踏まえ、確実に再生産
が可能となるよう、生産基盤の強化を図るとと
もに、経営安定・安定供給へ備えた措置を講
ずる　など追加

中山間地域や中小・家族経営も含め、幅広く生産基盤の強化

肉用牛・酪農の増産、増頭

中小規模農家の支援（クラスター事業の要件見直し、産地パワーアップ
事業による中小等の施設等の再整備など）
スマート農業に関し、被災地や中山間地域での実証を推進

総合的なTPP等関連政策大綱
（令和元年12月５日改訂）

農業生産基盤強化プログラム
（令和元年12月10日決定）

税  制
「新規就農者税制の創設」を要望１年目に実現！
担い手が減少する中、新規就農を後押しする制度を要求し、重要税制については延長を求
めました。

繁殖雌牛１頭あたり　　２４.６万円（飼養頭数５０頭未満）
　　　　〃　　　　　　１７.５万円（飼養頭数５０頭以上）
乳用後継牛１頭あたり　２７.５万円（北海道除く）

①畜産クラスター事業の規模拡大要件の緩和

繁殖：11.5頭（都府県平均の８割）
肥育：102.1頭（ 〃 ）
酪農：経産牛33.0頭（ 〃 ）

「増頭奨励金」の創設・拡充

中小・家族経営向け支援の拡充

②家族経営の経営継承
　対策の創設「 概ね北海道を除く全国平均規模 以上に拡大」すれば施設整備が可能
経営継承に取り組む家族
経営の畜舎や機械の整
備を支援

１頭でも増頭すればＯＫ！
（期首と期末の飼養頭数を比較）
繁殖雌牛は自家保留も対象！

規模拡大不要！

予  算
令和元年度補正予算・２年度当初予算額が近年最高額を確保！

持続可能な農業・地域づくりに向け、生産基盤強化やTPP等関連対
策等の政策を推し進めるための万全な予算確保を求めました。

水田農業
水田活用の直接支払交付金3,050億円（前年対比+89億円）等を確保!
水田フル活用による需要に応じた生産と生産者の万全な所得確保のため、交付
単価の維持・向上と恒久的な予算確保を求めました。

園  芸
産地パワーアップ事業の要件柔軟化など、対策を強化！
国際競争力の強化や産地の高収益化につなげるため、産地パワーアップ事業の
要件緩和等を求めました。

項 目 交付単価

【拡充】
１．転換作物拡大加算
（主食用米を元年度に比べて減らすことが条件）

【拡充】
２．高収益作物等拡大加算
（野菜や果樹、輸出用米、加工用米、飼料用トウモロコシ
などが対象）

【加算見直し】
３．飼料用米・米粉用米の複数年契約加算
（３年以上の出荷・販売契約を結ぶ場合に配分）

1.2万円/10a

3.0万円/10a
（前年対比＋1.0万円）
※基準年：元年産

1.5万円/10a
（前年対比＋0.5万円）
※基準年：元年産

麦・大豆の増産支援！

輸出用米・加工用米
等の作付け拡大！

NEW！

【農林水産関係補正予算総額】
　 ２年連続増、前年度比822億円増

【農林水産関係当初予算総額】
　 ２年連続増、前年度比１億円増

【TPP等関連対策予算額】
　 ２年連続増、前年度比62億円増

棚田・中山間地域対策や和牛・乳用牛の増頭対策、
畜産クラスター事業の改善などを中心に増額

スマート農業推進や、家畜衛生対策を
中心に増額

3,400

3,350

3,300

3,250

3,200

3,150

3,100

5,027 23,091 23,071

23,021

23,108

3,188
3,170

4,680

H29年度 H30年度 R1年度

23,200

23,100

23,000

22,900

22,800
H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度

3,250億円

5,849億円
補正予算総額
TPP等関連対策 23,109億円

2年連続増
額

増額

補正予算額の推移 当初予算額の推移 産地パワーアップ事業の主な拡充内容 燃油価格高騰対策の主な見直し内容

●ご加入にあたりましては、お近くのＪＡ（農協）へお問い合わせください。　●この広告は概要を説明したものです。ご契約の際には「重要事項説明書（契約概況・注意喚起情）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

重要税制の延長

認定新規就農者が使用するために農協等が取得した資産の
固定資産税の課税標準を５年間、２/３に軽減！　
その分、認定新規就農者に安価な貸し出しが可能に！

農業経営基盤強化準備金制度

肉用牛売却による農業所得の課税の特例

農業用A重油・軽油に対する石油石炭税の課税の特例

①交付金を準備金で積立て⇒損金算入
②準備金を取崩して資産取得⇒圧縮記帳

市場等で肉用牛を売却した場合の、所得税・法人税等⇒免除

農業用A重油に係る石油石炭税2,800円/kℓ（地
球温暖化対策分含む）⇒免税・還付分が販売価格
に反映
農業用軽油に係る石油石炭税の地球温暖化対
策のための上乗せ分760円/kℓ⇒還付分が販売
価格に反映

⇒ ３年延長

⇒ ３年延長

⇒ １年延長

項 目 結 果

新規就農者税制の概要

認定新規
就農者

農協等

農協等が
取得

リース等で
貸し出し

（ ） （ ）
再整備・改修やマッチング等を支援！
販売額・面積等の「維持または増加」で事業活用可能！

①令和４年度まで、延長！
②発動基準価格の引下げを実現！

【発動基準価格】
7中5平均×115％
（H31 97.4円）

7中5平均×100％
（R2 84.7円）

【補てん金の計算方法】
（A重油価格と発動基準価格との差額）×（対象購入数量の70％）

従来の基準
（７中５平均×115％）

新基準
（７中５平均×100％）

①従来の産地パワーアップ事業（施設整備、機械導入）に
　ついて、目標・要件を柔軟化！

②中小・家族経営を含む、ハウス・樹園地等の継承にかかる
　支援メニューを新設！

【成果目標】
●目標年度：「5年後」⇒「3年後」
●成果目標：「販売高等の10％アップ」⇒「６%」）
【面積要件】
●米から野菜等に転換する場合は従来の２分の１に！
●複合経営は各品目の合計面積で判定

③輸出・加工需要向けの施設整備の支援を新設！

※詳細な内容は、管内のJAにお問合せ下さい。

「なかなか発動しない」との声に対応して緩和！

引下げ

引下げ
（115%→100%）

A重油価格
引下げのイメージ

『趣旨』抜粋

『主要な施策』抜粋

①宮城県代表者要請集会（平成31年4月24日）
②台風19号被害に関する農林水産大臣への要請（令和元年10月21日）
③台風19号被害に関する県選出国会議員への要請（令和元年10月29、30日）
④台風19号被害に関する宮城県知事への要請（令和元年11月18日）
⑤宮城県代表者要請集会（令和元年11月19日）
⑥仙台国税局との農業税務等に関する意見交換会（令和元年12月10日）
⑦食料・農業・農村政策確立宮城県大会（令和元年12月13日）

補改修

⑧宮城県議会・宮城県農政部・ＪＡグループ宮城との意見交換会（令和2年2月13日）
⑨新型コロナウイルスの影響に関する小野寺五典議員との意見交換会（令和
2年3月6日）

①イベント等を通じた県産米の消費拡大運動（おにぎりの配布や新米試食の
実施、料理教室への県産米提供、米飯学校給食の普及拡大）

②食農教育の実践（バケツ稲づくり事業、「ごはん・お米とわたし」作文・図画コ
ンクールの実施等）
③広報活動を通じたＪＡ・農業に対する理解醸成（オリジンの発行、ＩＧＵＮＥ等
への広告掲載等）

その他の農政活動



　

問　

〇
〇
〇
〇
に
入
る
言
葉
は
、何
で
し
ょ
う
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２０
名
様
に
、Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
「
ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」「
ソ
イ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」「
長
ネ
ギ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、牛
肉
消

費
が
落
ち
込
み
枝
肉
相
場
も
下
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
生

産
農
家
を
応
援
す
る
た
め
、「
仙
台
牛
」（
す
き
焼
き
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
用
、５
０
０
０
円
相
当
）を
１０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇

　

は
が
き
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、①
答
え
②
あ
な
た
の
住
所
③
氏
名
④

年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
所
属
Ｊ
Ａ
⑧「
オ
リ
ジ
ン
」
へ
の
ご
意

見
、ご
感
想

│
を
明
記
し
て
、左
記
の
あ
て
先
ま
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。（
個
人
情
報
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
）

　

当
選
者
の
発
表
は
、商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。な
お
、プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

２
月
１８
日
・
１９
日
に
東
京
・

港
区
で
開
催
さ
れ
た
「
第
６６

回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
」（
主

催
：
全
国
農
協
青
年
組
織
協

議
会
）
に
お
い
て
、
東
北
・

北
海
道
地
区
代
表
と
し
て
出

場
し
た
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
南

方
町
青
年
部
の
添
野 

俊
さ
ん

が
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
全
国

大
会
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

添
野
さ
ん
は
「
俺
の
人
生

ハ
ン
ド
ル
一
つ
」
と
題
し
て

発
表
。
憧
れ
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
作
業
中
の
事
故

で
片
目
の
視
力
を
喪
失
。
失

意
の
中
、
人
生
を
諦
め
か
け

て
い
た
と
こ
ろ
、
地
元
Ｊ
Ａ

青
年
部
員
か
ら
の
一
声
を

き
っ
か
け
に
農
業
の
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
。

　

今
で
は
認
定
新
規
農
業
者

と
し
て
地
元
ブ
ラ
ン
ド
「
も
っ

こ
り
に
ら
」
や
ち
ぢ
み
雪
菜

の
生
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
地
元
の
学
校
給

食
や
飲
食
店
へ
ニ
ラ
の
提
供

を
行
う
な
ど
、
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
援
し

て
も
ら
い
こ
こ
ま
で
き
た
。

今
後
も
ニ
ラ
を
使
っ
た
６
次

加
工
品
の
開
発
な
ど
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語

る
添
野
さ
ん
。
大
型
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
、
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
。

小
さ
く
な
っ
た
ハ
ン
ド
ル
を

握
り
し
め
、「
も
っ
こ
り
に
ら
」

の
産
地
復
活
と
い
う
大
き
な

夢
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
て

い
ま
す
。

あ
て
先

〒980-0011 仙台市青葉区上杉１丁目2-16 
JA宮城中央会営農農政部
みやぎ広報「オリジン１０5号」係　
はがき又はＥメール：japre@ja-mg.or.jp
までご応募ください

締
め

切
り 令和2年5月29日（金）

「
ご
は
ん・お
米
と
わ
た
し
」作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル 

図
画
部
門

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
へ 

『
俺
の
人
生
ハ
ン
ド
ル
一
つ
』

ＪＡいしのまき
「ソイマヨネーズ」「トマトケチャップ」
「長ネギドレッシング」詰め合わせセット

トマトケチャップ…あらごしトマトで風
味を生かした手作りケチャップ。いし
のまき産クッキングトマト「すずこま」
を使用しました。

ソイマヨネーズ…いしのまき地域で
栽培した大豆「ミヤギシロメ」を使
用。シンプルでコクのあるマヨネーズ
タイプのドレッシングです。

長ネギドレッシング…いしのまき産
長ネギを使用したドレッシング。サラ
ダはもちろん、肉料理や炒め物にも
相性抜群です。

ⓒよい食P

皆
川
泉
さ
ん（
涌
谷
中
２
年
）が
文
部
科
学
大
臣
賞

「
青
年
の
主
張
」全
国
大
会 

優
秀
賞
に
添
野
俊
さ
ん

　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
南
方
町
青
年
部
）

み
な      

か
わ     

い
ず
み

そ
え
　
　
の
　
　
し
ゅ
ん

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
〇
〇
〇
〇
に

よ
り
政
策
へ
の
反
映
を
実
現

左

右

中央

（4）【オ　リ　ジ　ン】

　

第
４４
回
「
ご
は
ん
・
お
米

と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
図
画
部
門
で
、

涌
谷
町
立
涌
谷
中
学
校
２
年

の
皆
川
泉
さ
ん
が
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

１
月
１４
日
、
東
京
・
大
手
町

の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
川
さ
ん
は
、「
地

域
文
化
学
習
『
箟
岳
白

山
豊
年
踊
り
』」
と
題

し
て
、
地
域
に
伝
わ
る

伝
統
芸
能
を
見
事
に
表

現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
皆
さ
ん

が
本
県
よ
り
全
国
入
賞

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

◆
優
秀
賞　

作
文
部

門　

渡
辺
沙
羅
さ
ん

（
大
崎
市
立
古
川
第
二

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
作
品
㊤

と
皆
川
さ
ん（
1
月
14
日
、東
京
・
大
手

町
で
）

小
学
校
５
年
）

　

◆
優
秀
賞　

図
画
部
門　

浅
利
豪
仁
さ
ん
（
石
巻
市
立

蛇
田
小
学
校
２
年
）

　

本
県
で
は
合
計
１
６
６
１

点
（
作
文
８
２
２
点
、
図
画

８
３
９
点
）
の
応
募
が
あ
り
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
作
文
・

図
画
部
門
か
ら
１８
点
の
県
入

賞
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

県
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹

介
の
ほ
か
、「
Ｊ
Ａ
ビ
ル
宮
城
」

１
階
ロ
ビ
ー
な
ど
に
掲
示
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

仮審査結果については、後日JAよりメール等
で回答いたします。なお、応諾の場合、正式申込
および契約手続きが必要となります。
※ただし、JAにより取扱商品が異なる場合がございます。
※端末によっては、動作や表示が正しく行われない場合が
ございます。

どなたでも

仮申込受付中！
24242424時間時間時間時間365365365365日日

JAネットローンは

マイカー
ローン
マイカー
ローン

リフォーム
ローン
リフォーム
ローン

カード
ローン
カード
ローン

フリー
ローン
フリー
ローン

多目的
ローン
多目的
ローン

教育
ローン
教育
ローン
（一般型・極度型）（一般型・極度型）

今す
ぐ

金利
を

チェッ
ク

スマホからでも
パソコンからでも
仮申込OK!!

JAネットローン 検索

https://ja-netloan.jp/

表
彰
を
受
け
る
添
野
さ
ん
㊨（
2
月
19
日
、東
京
・
港
区
で
）


